
情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　NHK連続テレビ小説「スカーレット」の舞台、
甲賀市信楽町にある物産館「緋色の商店街」では、
オンラインストアでの販売が始まりました。
　スカーレット公式商品をはじめ、信楽焼や朝宮

茶など甲賀市のお土産をお取
り寄せいただけます。
　家で過ごす時間が増えてい
る今、ぜひのぞいてみてくだ
さい。
【購入方法】

①オンラインストアから
②緋色の商店街インスタグラムダイレクト
　メッセージから
※詳細は緋色の商店街インスタグラムを
ご覧ください。

【問い合わせ】
　甲賀市観光企画推進課ロケーション推進室
　☎ 0748-69-2198　℻  0748-63-4087

～信楽のお土産をお取り寄せ～
物産館・緋色の商店街　オンラインストア

亀山市亀山市
～お茶でほっと一息～

お茶時間を過ごしてみませんか
　全国で３位の栽培面
積・生産量を誇る三重県
のお茶生産。亀山市は、
県内有数のお茶所であ
り、緩やかな丘陵地帯の
特性と、茶農家の優れた製茶技術によって良質な
伊勢茶が栽培されています。
　健康や美容に良いと言われる緑茶ですが、アミ
ノ酸の一種であるテアニンには、心身の疲労を回
復させるリラックス効果があり、ストレス緩和や
睡眠の質を改善する効果も期待できます。
　ご自宅で過ごすことが多くなったこの時期に、
おいしいお茶でほっと一息ついてみませんか？
※詳しくは、三重茶農協直売所「茶気茶気」のホー
ムページをご覧ください。お取り寄せもできます。

【問い合わせ】
　三重県茶農協直売所「茶気茶気」
　☎  0595-82-0429　℻  0595-82-3738

　忍者線（伊賀線）の踏切
が鳴ると「何色の忍者列車
が来るかな？」と予想した
ことはありませんか。忍者
列車は、青色、ピンク色、
緑色の３編成ですが、最近緑色の忍者列車を見かけま
せん。なぜかというと、現在「車両の定期検査」を受
けているためです。「車両の定期検査」とは、自動車
の車検のようなもので、車両の安全性と信頼性を確保
するために、車両の主要部分を取り外し、各部分につ
いての検査・修繕を長期間かけて実施するものです。
忍者線のすべての車両について、それぞれ４年のサイ
クルで検査を受けています。
　検査を終えた緑色の忍者列車に会えるのは今年の秋
以降。次に走っている姿を見かけたら、「おかえり！」
の気持ちで乗車してみてください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻   22-9694

忍者線（伊賀線）だより

緑色の忍者列車がいない
芭蕉翁記念館だより

　芭蕉さんは、身近な生き物を愛し、多くの句を
残しました。そのなかでも最も多く詠まれたのが、
夏を代表する鳥である時

ほととぎす

鳥です。
　夏の訪れを知らせるその初

はつ

音
ね

が和歌などにも多
く詠まれており、芭蕉さんの句も 20以上知られ
ています。
　そのうちの一つに『奥の細道』の旅の途中、黒

くろ

羽
ばね

の地で作った句があります。

　　田や麦や中
なか

にも夏のほととぎす

　夏を鮮やかに彩る青田や金色の麦畑、それより
もいっそう季節を感じさせる時鳥の声に眼差しを
むけています。この句は、のちに紀行文『奥の細
道』としてまとめられた時には載せられませんで
したが、芭蕉さんの初夏に対する感性がよく表れ
ています。
【問い合わせ】
○文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

想像力を働かせて　－保育幼稚園課－
　人と人が気持ちよく過ごせるようにと考えると
き、「言葉」はとても大事なものであると思います。
困っているときに「どうしたのですか？」「大丈夫
ですか？」と声をかけられると安心してほっとした
気持ちになります。仕事を終えたときに「ありがと
う」「お疲れさま」という言葉に達成感を得られます。
反対に同じような言葉でもそのときの状況によって
心の中がざわめいたり落ち込んだりするときがあり
ます。言葉は人を元気にすることも、傷つけること
もあるのです。
　関わりの中で、人は次第に「一人ひとりの生活や
考え方、価値観が違うのは当たり前」ということに
気付いていきます。しかし、それでも自分の考えを
中心に言葉をかけたり、自分の生活の範囲にないも
のを避けたり違和感を抱く傾向があります。その結
果、人は無意識に言葉で相手を傷つけてしまうこと
が起こってきます。自分にとっては大丈夫と思った

言葉や、その場の雰囲気で何気なく出た言葉が相手
にとっては辛いことだったりするのです。場合に
よっては、多数派の集団で少数派を攻撃してしまっ
ていることもあるかもしれません。
　また、人は相手が何に悩んでいるか、どんなこと
に傷ついているか、その人の心の中までを知ること
はできません。悲しい時にそっとしておいてほしい、
声をかけて励ましてほしいなど、相手に合った対応
はそれぞれです。やはり、普段からいろいろな場
面で「相手はどう思っているのだろう、何を感じて
いるのだろう」と想像力を働かせて言葉をかけてい
くことで、少しでも相手に近づくことができると思
います。
　そうやって言葉をかけること、それが人と人がつ
ながっていくために大切なことなのではないでしょ
うか。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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慶
長
15
（
１
６
１
０
）
年
、
高
虎
は
直

義
に
伊
賀
で
千
石
を
与
え
、
名
前
を
勇
名

で
馳
せ
た
「
赤
井
悪
右
衛
門
」
に
戻
さ
せ

ま
し
た
。こ
の
高
虎
の
恩
に
報
い
る
た
め
、

直
義
は
大
坂
の
陣
で
奮
戦
、
そ
の
子
孫
も

幕
末
ま
で
藤
堂
藩
に
仕
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
伊
賀
で
の
赤
井
氏
の
屋
敷
は
、
江
戸
初

期
の
城
下
町
絵
図
で
は
西
之
丸
の
外
堀

端
、現
在
の
上
野
西
大
手
町
に
見
え
ま
す
。

そ
の
後
、
数
度
の
屋
敷
替
え
を
経
て
、
明

治
初
期
の
絵
図
で
は
上
野
忍
町
に
確
認
で

き
ま
す
。　
　

　
こ
の
上
野
忍
町
の
武
家
屋
敷
「
赤
井
家

住
宅
」
は
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
９

月
、
主
屋
や
長
屋
門
な
ど
が
国
登
録
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
同
年
12
月
に
は
赤

井
氏
か
ら
市
へ
と
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
武
家
屋
敷
は
、
戦
国
乱
世
に
光
秀
と
渡

り
合
っ
た
直
正
の
末ま

つ
裔え

い
が
、
江
戸
の
泰
平

の
世
に
伊
賀
の
地
で
得
た
暮
ら
し
ぶ
り
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

文
化
財
課
歴
史
資
料
係　
　

　
☎
52
・
４
３
８
０　
℻  
52
・
４
３
８
１

話
余
史
歴
の
賀
伊

話
余
史
歴
の
賀
伊
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▲赤井家住宅（上野忍町）
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